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次
の
世
代
へ

つ
な
が
る
伝
統

こ の ま ち が も っ と も ～ っ と 好 き に な る

川根本町
広 報 か わ ね ほ ん ち ょ う



川
根
本
町 

伝
統
文
化
交
流
会

●
金
谷
大
井
川
川
越
し
太
鼓

<

島
田
市>

　
金
谷
地
区
に
は
古
く
か
ら
、
正

月
の
三
が
日
に
子
ど
も
た
ち
が
太

鼓
を
叩
い
て
町
内
単
位
で
競
い
合

う
と
い
う
遊
び
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
伝
統
を
今
に
伝
え
る
べ

く
、
昭
和
47
年
に
結
成
さ
れ
た
こ

の
団
体
は
、
年
間
約
50
回
の
公
演

を
行
い
な
が
ら
、
海
外
５
カ
国
で

６
回
の
公
演
実
績
が
あ
り
ま
す
。

　
現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
子
ど
も
や

大
人
、
障
が
い
者
の
方
な
ど
幅
広

く
、約
80
人
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
川
越
し
太
鼓
の
音
は
、
ふ
る
さ

と
金
谷
の
音
。
古
く
か
ら
伝
え
ら

れ
て
き
た
リ
ズ
ム
や
打
ち
方
が
組

み
込
ま
れ
、
伝
統
を
今
に
伝
え
る

と
と
も
に
、
元
来
の
イ
メ
ー
ジ
を

壊
さ
な
い
よ
う
配
慮
し
た
独
自
の

曲
を
作
る
な
ど
と
い
っ
た
活
動
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

●
は
い
ば
ら
太
鼓

<

牧
之
原
市>

　
は
い
ば
ら
太
鼓
保
存
会
は
、
牧

之
原
市(

旧
榛
原
町)

の
郷
土
芸

能
を
伝
承
す
る
こ
と
を
目
的
に
、

昭
和
51
年
に
結
成
さ
れ
ま
し
た
。

　

和
太
鼓
に
よ
る
地
域
振
興
や
、

和
太
鼓
文
化
の
伝
承
な
ど
を
目
的

に
地
元
を
中
心
に
活
動
し
、
現
在

は
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
曲
作
り
や
後

継
者
育
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

　
楽
し
い
メ
ン
バ
ー
が
揃
い
、
太

鼓
に
か
け
る
情
熱
も
熱
く
、
大
人

も
子
ど
も
も
和
太
鼓
の
「
魅
力
」

と
「
迫
力
」
を
届
け
よ
う
と
日
々

精
進
し
て
い
ま
す
。

●
徳
山
の
盆
踊

<

川
根
本
町>

　
徳
山
の
浅
間
神
社
で
毎
年
８
月

15
日
に
奉
納
さ
れ
て
お
り
、
鹿
ん

舞
、
ヒ
ー
ヤ
イ
踊
り
、
狂
言
と
３

つ
の
異
な
っ
た
演
目
が
行
わ
れ
る

こ
と
が
特
長
。

　
昭
和
62
年
、
こ
の
盆
踊
り
の
形

態
が
古
歌
舞
伎
踊
り
の
初
期
の
仕

組
み
を
伝
承
す
る
も
の
で
、
こ
れ

に
動
物
仮
装
の
風
流
（
ふ
り
ゅ
う
）

が
添
え
ら
れ
て
い
る
な
ど
地
域
的

特
色
に
も
富
ん
で
お
り
重
要
だ
と

さ
れ
、
国
の
重
要
無
形
民
俗
文
化

財
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

●
井
川
神
楽

<

静
岡
市>

　
安
倍
川
流
域
山
間
部
と
大
井
川

左
岸
山
間
部
に
数
多
く
伝
承
さ
れ

て
い
る
神
楽
は
現
在
約
30
ヶ
所
で

保
存
伝
承
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
井
川
神
楽
は
、
伝
来
の
過
程
や

そ
の
地
域
で
の
交
流
の
中
で
変
化

し
て
い
き
、
地
域
な
ら
で
は
の
特

徴
が
生
ま
れ
、
浅
間
神
社
が
中
心

と
な
っ
て
交
流
が
行
わ
れ
た
結

果
、
今
の
形
が
で
き
た
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

　
井
川
神
楽
は
、
大
井
川
・
安
倍

川
流
域
の
中
で
も
最
も
古
い

１
６
１
７
年
の
奉
納
記
録
が
残
る

伝
統
芸
能
で
、
古
く
か
ら
重
要
な

娯
楽
で
あ
り
、
請
願
成
就
の
真
剣

な
る
祈
願
で
も
あ
っ
た
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

●
笹
間
神
楽

<

島
田
市>

　
笹
間
神
楽
は
島
田
市
川
根
町
の

笹
間
上
地
区
に
伝
え
ら
れ
る
神
楽

で
、
動
作
が
大
き
く
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
な
舞
が
特
長
で
す
。

　
笹
間
神
楽
は
江
戸
時
代
中
期
に

伊
勢
の
外
宮
で
学
ん
だ
氏
子
が
持

ち
帰
っ
た
と
す
る
説
と
、
東
の
静

岡
市
黒
俣
地
区
か
ら
伝
わ
っ
た
と

す
る
二
つ
の
説
が
あ
り
、
複
数
の

舞
の
形
が
あ
り
ま
す
。

　
戦
後
の
混
乱
期
に
消
滅
し
か
け

ま
し
た
が
、
昭
和
43
年
に
笹
間
神

楽
保
存
会
を
設
立
し
て
復
活
、
地

域
の
保
存
会
に
加
え
て
地
元
の
小

中
学
生
も
活
動
に
参
加
す
る
な
ど

保
存
伝
承
の
動
き
が
活
発
に
な
っ

て
い
ま
す
。

●
徳
山
神
楽<

川
根
本
町>

　
徳
山
神
楽
は
、
江
戸
時
代
前
期

に
定
着
し
、
代
々
氏
子
に
伝
え
ら

れ
て
き
た
も
の
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
神
楽
歌
を
記
し
た
文
書
で
現

在
残
っ
て
い
る
最
も
古
い
も
の

は
、
延
宝
２
年
（
１
６
７
４
）
の

も
の
で
す
。

　
神
楽
式
は
、
修
祓
・
降
神
式
か

ら
始
ま
り
、
昇
神
式
ま
で 

一
貫
し

た
儀
式
が
行
わ
れ
、「
神
の
舞
」「
倭

舞
（
や
ま
と
ま
い
）」
な
ど
15
の

舞
が
舞
わ
れ
ま
す
。
創
始
の
時
代

は
明
ら
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

系
統
の
上
か
ら
は
伊
勢
流
の
神
楽

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

●
梅
津
神
楽<

川
根
本
町>

 

梅
津
神
楽
は
、
昭
和
47
年
に
県
の

無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
ま

し
た
。
創
始
年
代
は
つ
ま
び
ら
か

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
文
明
年
間

に
筑
地
清
右
衛
門
菅
原
重
常
と
い

う
人
物
が
地
名
を
梅
津
と
改
め
氏

神
を
祀
り
、
自
ら
神
主
の
職
に
つ

い
て
神
楽
を
奉
納
し
梅
津
神
楽
と

名
付
け
た
の
が
は
じ
ま
り
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　
奉
納
は
若
宮
神
社
と
こ
だ
ま
石

神
社
、
２
つ
の
神
社
の
氏
子
ら
が

一
年
交
代
で
演
じ
て
き
ま
し
た

が
、
現
在
で
は
梅
津
神
楽
保
存
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
伝
統
の
神
楽

の
継
承
に
努
め
て
い
ま
す
。

　志太榛原地域を中心として 3 つの太鼓、国
指定重要無形民俗文化財の徳山の盆踊、４つ
の神楽が集まり、演目を披露しました。
　また、川根本町文化協会からも「コーラスリ
ベルテ」と「話楽座」がその活動を披露しま
した。
　会場にはおよそ 600 人の観覧者が訪れ、
貴重な伝統芸能の共演を楽しみました。

●
赤
石
太
鼓<

川
根
本
町>

　
地
域
住
民
の
連
帯
感
と
郷
土
愛

を
築
く
と
と
も
に
、
町
の
活
性
化

と
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り

を
目
的
と
し
て
昭
和
57
年
に
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　
「
赤
石
太
鼓
保
存
会
」
と
し
て

町
内
外
か
ら
人
気
を
集
め
、
年
間

50
回
を
数
え
る
公
演
実
績
が
あ
り

ま
す
。

　
ま
た
、
平
成
10
年
に
川
根
高
校

で
郷
土
芸
能
部
が
立
ち
上
が
る
な

ど
、
若
い
世
代
へ
の
普
及
活
動
も

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
川
根
本
町
に
は
、
国
の
重
要
無

形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受
け
た

「
徳
山
の
盆
踊
」
を
筆
頭
に
、
県

の
無
形
民
俗
文
化
財
の
指
定
を
受

け
て
い
る
「
徳
山
神
楽
」「
田
代

神
楽
」「
梅
津
神
楽
」
の
ほ
か
、

年
間
50
回
程
度
の
公
演
を
お
こ

な
っ
て
い
る「
赤
石
太
鼓
」な
ど
、

地
域
に
伝
わ
る
様
々
な
伝
統
芸
能

が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
等
の
影

響
か
ら
年
々
こ
れ
ら
の
担
い
手

（
後
継
者
）
は
減
り
、
存
続
が
危

ぶ
ま
れ
る
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
町
で
は
「
地
域
の
宝
」
で
あ
る

伝
統
芸
能
を
後
世
に
受
け
継
い
で

い
く
こ
と
を
目
的
に
「
川
根
本
町

伝
統
文
化
伝
承
館
～
時
愛
（
と
き

あ
）
～
」
を
今
年
２
月
に
整
備
し

ま
し
た
。

　
こ
の
た
び
、
町
内
の
伝
統
文
化

保
存
会
を
中
心
に
、
近
隣
市
町
で

活
動
し
て
い
る
団
体
に
呼
び
か
け

を
行
い
、
地
域
の
伝
統
芸
能
の
継

承
お
よ
び
発
展
に
つ
な
げ
て
い
く

こ
と
を
目
的
と
し
た
交
流
会
を
開

催
す
る
こ
と
を
提
案
。

　
静
岡
県
文
化
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
採

択
を
受
け
、
９
月
７
日
（
土
）
に

「
川
根
本
町
伝
統
文
化
交
流
会
」

と
し
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

～静岡県文化プログラム～
2020 年のオリンピック・パラリンピック
東京大会に向け、オリンピック憲章で開
催が定められた「文化プログラム」が、
日本全国で展開されます。静岡県文化プ
ログラム推進委員会は、文化・芸術振興
やバンクな・芸術による地域・社会課題
対応を目指して、様々な団体などとの協
働による取り組みをすすめています。

ここにも、一つの物語。
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～本年度参加した６人～
・西田就真 ( 川根高校１年 )・岡村滉大 ( 川根高校２年 )
・三浦聡真 ( 川根高校２年 )・大森 彩 ( 川根高校１年 )
・勝山穂乃香 ( 藤枝明誠高校１年 )・下原灯理 ( 川根高校１年 )
( 写真左上から)
　今年のサマーキャンプには、昨年
の参加者でゾーホージャパンへ就職
した「瀧尾かのこ」さんも現地での
ガイド役の一人として参加しました。

　８月10 日 ～ 25 日の約２週間、町内の高校生が短期
留学による海外研修、「インド IT サマーキャンプ」に参加
しました。
　今年で 2 年目となるこの研修は、ゾーホージャパンが
グループ全体で行っている IT 技術者の育成活動として、
インド本社が運営している教育機関「ゾーホーユニバーシ
ティ」の協力を得て短期留学するものです。
　今年度はゾーホーユニバーシティの分校があるインド最
南部の「テンカシ」が会場となりました。

今年で２年目となったインドでのサマーキャンプ。
参加した生徒たちはどんな体験をして、どんな感想を持ったのでしょうか？

★�現地の生徒とのコミュニケーションを通して、研修の成果を
実感できたといった感想が多く見られました。

・ 現地の生徒の皆さんが私たちに積極的にコミュニケーションを取ってくれたことで、多くの人と話すことがで
きたのが印象に残っています。( 岡村滉大 )

・  初めてのインドでとても不安でしたが、現地の人たちの人柄がとてもよく、良い印象を受けました。プログラ
ミングを本格的に学ぶことができて良い経験になりました。(下原灯理 )

・ 授業で簡単なゲームを自作したことが印象に残りました。研修前にはプログラミング知識がありませんで
したが、基礎を重ねていくことでできることが日に日に増えていき、プログラミングの面白さや凄さを知
ることができました。( 西田就真 )

Ｑ１）現地での学習内容で印象に残ったことは？

高校生インドITサマーキャンプ・ インド人と日本人の性格について違いを感じました。インド人がとてもフレンドリーで積極的だったおかげで、
自分自身も積極的にコミュニケーションが取れるようになりました。( 大森 彩 )

・ 出てくる料理が辛いか甘いかのどちらかというインドの食事に驚きました。現地の人が右手だけで器用に
カレーを食べていたのを見ましたが、次回行くことがあったら挑戦してみたいです。( 勝山穂乃香 )

・ 衛生面で日本との違いを感じました。風呂がなく、シャワーだけというのにも驚きましたが、食事中にハ
エが来ても気にした様子がないのにも驚きました。( 三浦聡真 )

★�インド人のフレンドリーさのほか、食事をはじめとした生活環
境の違いに驚いたという感想が多く見られました。

Ｑ２）インドの生活で日本との違いを感じたことは？

Ｑ３）インドの人たちとの交流の思い出は？
・ 現地の人との交流の思い出は、ZOHO での運動の時間です。サッカーやバレーなどのスポーツを通じて現地

の生徒たちとたくさんのコミュニケーションを取ることができ、仲良くなることができました。( 岡村滉大 )
・ ZOHO での運動の時間に、ルールもわからない現地の遊びに初めて参加したのですが、現地の生徒たち

が「SUPER!」などと褒めてくれたのが嬉しかったです。( 大森 彩 )
・ ZOHO の生徒と一緒にスポーツをしたことが楽しかったです。運動を通じて現地の生徒と仲良くなれま

した。また、宿泊したホテルのスタッフがとても気さくでした。いっしょにたくさんの写真が撮れて良かっ
たです。( 勝山穂乃香 )

★�ゾーホーユニバーシティでは生徒たちが一緒に体を動かすため
の時間が設定されており、そこで積極的なコミュニケーション
が取れたという感想を持った生徒が多く見られました。

・ 積極的に会話をすることは、自分にとって苦手なことでした。しかし、研修を通して積極的に会話をすること
ができました。また、国外に行くことで興味を広く持つことができ、他国への関心も深まりました。(下原灯理 )

・ 私は英語での会話で大切なことを学べました。それは考えて正しい英語で話すより、文法などはあまり気
にせず、多く話した方が伝わるということです。私はそれを意識したら会話がスムーズに進むようになり、
英会話が上達しました。( 西田就真 )

・ 今回の研修では、前回の参加時に学べなかった文化や食事について学ぶことができました。インドで再会
した方や新しく会えた方などとの、新しいつながりを大切にしたいです。( 三浦聡真 )

★�海外での生活により英語力の向上を実感した生徒や、異文化
への興味を深めたといった感想のほか、2回目の参加となっ
た生徒からは前回知り合った方と再会したという感想も聞か
れました、知識だけでなく「人とのつながり」を得た研修だっ
たようです。

Ｑ４）今回の研修で得ることができたと思うことは？

ここにも、一つの物語。
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８/24

８/24～25

８/23

　高郷集会所にいて「おじさんキッチン」と「高
齢者はつらつ教室」の交流会が行われました。
　午前中に行われていた「高齢者はつらつ教室」
に中川根放課後児童クラブが参加、「おじさん
キッチン」のメンバーが腕を振るった料理での
昼食を楽しむというプログラムになりました。
　用意された昼食のメニューは「お好み焼き」と
「フルーツ寒天」。３グループあわせておよそ40
人のにぎやかな食事会となりました。
　料理を食べた参加者からは「家に来て作って
ほしい」といった感想が聞かれました。

「地域共生社会」を目指して
おじさんキッチンと高齢者はつらつ教室の交流会が実施されました

●美味しい食事に会話も弾んでいるようでした

８/23ともに手を取り合う関係に
　川根本町とゾーホージャパン株式会社による
「”ふじのくに”フロンティアを拓く取組にかか
る防災減災と地方創生協定」の締結式が行われ
ました。
　この協定は、災害発生時の情報発信やシステ
ム復旧に必要なエンジニアの派遣をはじめ、避
難場所や支援物資の保管場所としての敷地の提
供など、同社の協力が得られるというものです。
　今回の締結に際し、ゾーホージャパンの迫社
長は「この町が持つ課題に対し、ともに協力して
解決していきたい」と話しました。 ●協定書を持つ鈴木町長と迫社長

ゾーホージャパンと災害協定を締結しました

８/20みんなで過ごす夏の一日
民生児童委員による夏休み交流会（寺子屋）が実施されました
　この事業は、夏休み期間中の子どもたちの見
守りと交流を目的として民生児童委員が実施し
ているもので、今年は中川根第一小学校の学区
を対象として徳山コミュニティ防災センターを
会場に実施されました。
　会場には小学生児童約30人が集まり、児童委
員に教えてもらいながら自習用のプリントに取
り組んだり、本や新聞にある漢字の意味や読み
方を習ったりしたほか、昼食には手作りホット
ドックに挑戦するなどして過ごしました。
　主催の民生児童委員からは「今後も交流と見
守り活動を続けていきたい」との声が聞かれま
した。 ●昼食の手作りホットドックは大盛り上がり

８/31今シーズンの成果を発表
　本川根 B&G海洋センターにおいて、町内の
保育園（桜、聖母、三ツ星）年長児とさゆり幼稚園
の園児によるアクアリズム発表会が行われまし
た。
　保護者が見守る普段とは違う雰囲気の中、園
児たちは音楽に合わせた運動を元気よく行い、
６月から続けてきた練習成果を披露しました。
　発表会を見た保護者からは「子どもたちが楽
しそうにがんばっている姿を見れた」「潜れるよ
うになっていた」といった感想が聞かれました。 ●ウォーミングアップで力一杯水しぶきをあげる園児たち

幼児アクアリズム教室の発表会が実施されました

人と自然の調和を目指す
　今年で４年目となる「人と自然に寄り添う」野
外フェスティバル、「EVHAオーガニックキャ
ンプ」が八木キャンプ場で開催され、およそ300
人が参加しました。
　キャンプ場内の特設ステージを中心に様々な
楽曲の披露や公演会、「水と森の番人会談」と題
した座談会のほか、多数のワークショップが開
催されました。
　主催の横山慎一郎さん ( 尾呂久保 ) は「今年
のテーマは【水】、大井川を初めとしてここ数年
間で目に見えるようになってきた水の問題を話
し合い、考える場にしたい」と話しました。 ●太鼓の音を全身で感じるリズムワークショップ

EVHA オーガニックキャンプが開催されました

　あかいしの郷において今年で18回目となる
夏祭りが開催され、入所者やデイサービスの利
用者のほか近隣の住民など多くの人が集まりま
した。
　施設前の特設スペースでは、徳山聖母保育園
の年長児童による赤石太鼓をはじめ、キッズダ
ンスやウーマンボラ（民生委員）によるステージ
が披露されたほか手筒花火なども行われ、施設
の利用者や来場者を楽しませました。
　あかいしの郷の澤本施設長は「利用者の方に
とっても地域の方とふれあえる良い機会となっ
ている。今後も続けていきたい」と話しました。

地域との交流の場に
あかいしの郷夏祭りが開催されました

●利用者と地域の方がともに楽しむ場となりました

ここにも、一つの物語。
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★�狩猟者が視認しやすいよう、目立つ色の服装を心がけて下さい。ただし、白色や迷彩
色はさけてください。

※特に白色はシカのおしりと同色のため、誤認される可能性があります※
★�ラジオや鈴など音が鳴るものを携行したり、声を出して歩くなど、自分の存在を周囲に
知らせるように心がけて下さい。

★�獣道には「わな」が仕掛けられている場合がありますので、通常の山道から奥には入ら
ないようにして下さい。

★��「わな」の設置場所付近には、設置者の氏名などが記載された標識がついています。
　標識がある場所には近づかないで下さい (標識は下の見本を参考にして下さい )。

９/７いつまでも自分らしく暮らせる町に
　『認知症になってもこの町で自分らしく暮
らしていけるために』をテーマにした「認知症
フォーラム」が文化会館のホールにおいて開催
されました。
　フォーラムでは認知症の方の心をつかむケア
として注目される「ユマニチュード®」の技術
を学ぶ講義のほか、町の認知症総合支援会議委
員によるディスカッションが行われました。
　参加者からは「今日教わった、<見る・話す・
触れる・立つ>の4つの柱を思い出しながら優
しく接していきたい」など、認知症の方を地域で
支えていこうといった声が聞かれました。 ●フォーラムには165人の方が参加しました

認知症フォーラムが開催されました

９/１本町内では初めての開催となります
　奥大井接岨湖カヌー競技場において、小学校
３年生から中学校３年生までを対象としたカ
ヌー大会が開催されました。
　大会には、奥大井パドリングクラブ（川根本
町）から４人、B&G掛川海洋クラブ（掛川市）か
ら７人が参加し、200mのスピード競技に挑み
ました。
　今回の大会は普及艇と呼ばれるレース用では
ない安定したカヌーで行われましたが、初めて
競技に挑むという参加者も多かったことから、
緊張しながらも一漕ぎ一漕ぎ力いっぱいゴール
に向かう姿が見られました。 ●写真中央は３位に入賞した、望月颯真さん（梅地）

令和元年度　接岨湖少年少女カヌー大会が開催されました

９/７

　今年で２回目となる北部地区の小中合同の運
動会が実施され、児童生徒68人に加え地区の方
や保護者などが多数参加しました。
　今回の開催に向け、6月から両校が合同での
練習を重ね準備をしてきたということで、小学
生と中学生が協力しながらお互いの競技の運営
補助を行うといった姿が見られました。
　また、競技の種目も小中学生が合同で行える
内容のものや、地域の方が参加するものも多く
設定され、参加者全員が一体となって運動会を
楽しんでいました。

団結し 仲間とはげまし合って 最後まで
本川根小学校・本川根中学校の合同運動会が実施されました

●小中の合同チームが保護者に挑んだ綱引き勝負

●イノシシおよびニホンジカ：11月1日(金 )～３月15日 (日)
●そ の 他 の 狩 猟 鳥 獣：11月15日(金)～２月１５日(土)

　この期間中、「わな」「猟銃」「網」を使用した
狩猟が行われますので、作業やハイキング、山菜
摘みなどで山林に入られる方は下記のようなこと
にご留意ください。

×

標識見本

問合せ：静岡県くらし・環境部�環境局�自然保護課　☎054(221)3332
●鈴やラジオで自分の存在を知らせましょう●●白い服は危険です●

山林で作業やハイキングをされる方へ

ご注意！令和元年度の静岡県内における
　狩猟期間は下記のとおりとなります。

11月から狩猟解禁

ここにも、一つの物語。
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～年金生活者支援給付金制度がはじまります～
　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入や所得額が一定基準額以下の、年金受給者
の生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
　※受け取りには請求書の提出が必要です。
　※ご案内や事務手続は、日本年金機構 (年金事務所 )が実施します。

■対象となる方 ( 対象者には、請求手続のご案内が 9 月上旬頃から順次届いています )

●詳しくは通知に同封してあるリーフレットをご覧ください。
●年金生活者支援給付金のご請求でお困りになったときは、下記へお電話ください。

【給付金専用ダイヤル】　☎ 0570(05)4092 ( ナビダイヤル )

令和元年
10 月 1日

10 月 1日（火）から
保険証の色が変わります !!

国民健康保険の保険証及び加入・脱退に関するお問い合わせは
　▶税務住民課戸籍住民室   ☎ (56)2222

国民健康保険からのお知らせ

" 藤色 " から
　　"うぐいす色 "の保険証に変わります

○こんなときは必ず14日以内に届出を!!
　国民健康保険に加入する場合や他の健康保険に加入した場合には、
14日以内に税務住民課または総合支所窓口業務室へ必ず届出をお願い
します。
【加入時の注意点】
　加入の届出が遅れてしまうと、資格が発生した時点までさかのぼって
保険税を納めていただくことになります。その間の医療費は、やむをえ
ない事情がある場合を除いて全額自己負担となります。
【脱退時の注意点】
　資格のない保険証で診療を受けた場合、国保が負担した医療費を返還
していただきます。
　また、他の健康保険に加入したにもかかわらず、国保への届出が遅れ
ると、保険税が二重払いになることがあります。
【手続きの際の注意点】
　手続の際には、来庁者の本人確認書類（運転免許証など）、マイナンバー
カード (個人番号カード )またはマイナンバーが確認できる書類、認印
をお持ちください。別世帯の方が届出される際には、委任状が必要です。

　9月中旬、国保に加入する方の世帯に対し“うぐいす色”の新しい保険証を送付しました。お手元
に届いた保険証に記載されている氏名、生年月日、住所などに誤りがないか確認してください。
　保険証は国保の被保険者であることを証明するものですので、大切に取り扱いましょう。
　有効期限の切れた藤色の保険証は 10月1日以降は使用できませんので、各自責任をもって破棄
をお願いします。
▶�新しい保険証の有効期限は令和２年７月３１日までですが、令和２年７月31日までに75歳になる
人の保険証の有効期限は誕生日の前日までとなります。

▶�保険証の右上に赤字で “退 ”の表示があり、令和２年７月３１日までに65歳になる人は誕生月の
末日（１日生まれの人は誕生日の前日）までとなります。

▶有効期限が現行の９月30日から７月31日に変更になります。10月１日から自動車の税金が変わります！
【おもな改正①：自動車税種別割の税率の引き下げ】
自動車税は「自動車税種別割」に名称が変更され、令和元年10月1日以降に初
回の新規登録を受けた「自家用の乗用車」および「キャンピング車」に限り、自
動車税種別割の税率 ( 税額 )が引き下げられます。

【おもな改正②：自動車取得税の廃止・自動車税環境性能割の導入】
令和元年10月1日から自動車取得税が廃止され、自動車の取得価格に燃費性能に応じ
た税率を乗じた税額を自動車の購入時に納める「自動車税環境性能割」が導入されます。

◆税率は自動車の燃費性能などに応じて、
「自家用の登録車は０～３％」「営業用の登録車と軽自動車は０～２％」

になります。

令和元年10月１日から令和 2年９月30日までの間に自動車 (新車・中古車 )
を購入する場合、環境性能割の税率１％分が軽減されます。

詳しい税額などについては総務省ホームページで公開されています。

か、右側のQRコードからご確認ください。総務省　自動車税 検　索

■老齢基礎年金を受給している方
　以下の要件をすべて満たしている必要があります。
　※65歳以上である
　※世帯員全員が市町村民税が非課税となっている
　※�年金収入額とその他所得額の合計が 88万円以下である

■障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している方
　以下の要件を満たしている必要があります。
　※前年の所得額が約 462万円以下である

ここにも、一つの物語。
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健康カレンダー・休日当番医・施設の予定などは、予告なく変更する場合があります。確認のうえお出かけください。

や
ま
び
こ
号
の
コ
ー
ス

地名集会所 西地名 塩　郷 下泉駅 下泉原 農協茶工場 南部小学校 文　沢 壱町河内 小　竹
Ａコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：35 11：00 11：30 13：00 14：00 14：45

発 9：35 10：00 10：30 10：55 11：20 11：50 13：30 14：35 15：00
尾呂久保 上長尾集会所 三共生コン 八中集会所 中央小学校 高郷NTT 梅　高 水　川

Ｂコース 着 9：20 10：00 10：25 11：05 13：00 13：25 13：55 14：30
発 9：40 10：20 10：45 11：25 13：20 13：45 14：15 14：50

瀬平集会所 三津間集会所 久野脇集会所 平　谷 下長尾集会所 高郷住宅 原　山 久保尾 向井上 向　井
Ｃコース 着 9：15 　９：40 10：10 10：40 10：55 11：20 13：15 13：45 14：15 14：40

発 9：30 10：00 10：30 10：50 11：05 11：40 13：35 14：05 14：35 15：00
崎平集会所 柳三集会所 田　代 坂　京 総合支所 本川根小学校 寺馬秋葉山常夜灯 富士城

Ｄコース 着 9：20 9：45 10：10 10：50 11：30 13：00 13：25 14：00
発 9：40 10：05 10：30 11：10 11：50 13：20 13：45 14：20

桑野山 沢間区公会堂 八　木 大谷区集会所 寸又峡上駐車場 寸又峡公民館 千頭西御堂
Ｅコース 着 9：30 9：55 10：30 11：00 13：00 13：25 14：15

発 9：50 10：15 10：50 11：20 13：20 13：45 14：35
藤川西平 子育て支援施設 藤川区事務所 小井平 青部集会所 第一小学校 徳山防災センター 正　島 田野口駅

Ｆコース 着 9：15 9：35 10：00 10：30 11：00 13：05 13：30 13：55 14：25
発 9：30 9：55 10：20 10：50 11：20 13：25 13：50 14：15 14：45

上岸集会所 前山区集会所 平　栗 町文化会館 接岨資料館やまびこ 奥泉集会所
Gコース 着 9：30 9：55 10：40 11：15 13：30 14：10

発 9：50 10：15 11：00 11：45 13：50 14：30

【
問
】文
化
会
館　
☎（
59
）３
１
０
６

▶休日当番医の情報はホームページでご確認ください。
（一社）榛原医師会 HP http://www.haibara-med.or.jp/

▶子育て支援施設 ひだまり（藤川）　☎（57）2231　休館日：日、月、祝日　子育て支援施設 こもれび（地名）　☎（56）2700

月
201910くらしの

カレンダー
役
場
本
庁

【代表電話番号】 ☎ 56-1111
１Ｆ　税務住民課  税務室 ☎ 56-2223

戸籍住民室 ☎ 56-2222
くらし環境課 ☎ 56-2236
健康福祉課 ☎ 56-2224
高齢者福祉課 長寿介護室 ☎ 56-2234 

地域包括ケア推進室 ☎ 56-2225
建設課 ☎ 56-2227
会計課 ☎ 56-2228

２Ｆ　総務課 ☎ 56-2220
企画課 ☎ 56-2221
情報政策課 ☎ 56-2232
農林課 ☎ 56-2226

３Ｆ　議会事務局 ☎ 56-2229

【代表電話番号】 ☎ 59-3111
１Ｆ　観光商工課 ☎ 58-7077

支所管理局 窓口業務室 ☎ 58-7070
支所管理室 ☎ 58-7073

教育総務課 ☎ 58-2555
社会教育課 ☎ 58-7080

　文化会館 ☎ 59-3106
　本川根Ｂ＆Ｇ海洋センター ☎ 59-3332
　山村開発センター ☎ 56-2231

総
合
支
所
ほ
か

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

15火

いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
乳がん・子宮頸がん検診　山村開発センター （9:15～11:30）
静岡厚生病院健診結果説明会(9/12徳山受診者)　徳山コミュニティ防災センター
 9:30～11:00
静岡厚生病院健診結果説明会(9/13徳山受診者)　徳山コミュニティ防災センター
 13:00～14:30

◆文化会館：休館

16水 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　循環器外来 15:00～17:00 C

17木
あそびの教室　徳山聖母保育園 10：00～11：30
いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　心臓遠隔外来（要予約） 14:00～17:00
榛原医師会健診結果説明会(9/20久野脇受診者) 久野脇集会所 13:30～15:00

18金
いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　整形外科外来（要予約） 14:00～17:00
榛原医師会健康診査　徳山コミュニティ防災センター （13:00～14:00）

D

19土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

20日
すぎもと耳鼻咽喉科クリニック
島田市金谷東１丁目 931
0547-47-3387

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館

21月 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00
榛原医師会健康診査　水川集会所 （13:00～14:00）

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 E

22火 いやしの里診療所　休診
高木医院 
島田市川根町身成 3288-1 
0547-53-2006

即位礼正殿の儀

23水 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　循環器外来 15:00～17:00 ◆文化会館：休館 F

24木
いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00／14:00～17:00
地区健やか講座　田代区会館 10:00～11:30
地区健やか講座　小長井公民館 13:30～15:00

25金 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00／14:00～17:00
1歳6ヶ月児・3歳児健康診査　山村開発センター （12：50～13：15） G

26土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

27日
金谷眼科 
島田市金谷扇町 3639 
0547-45-0010

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

28月 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 A

29火 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
乳がん・子宮頸がん検診　文化会館 （9:15～11:30）

30水
いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　循環器外来 15:00～17:00
健康づくり相談　文化会館 9:00～10:00
定例乳幼児相談　文化会館 10:00～11:30

B

31木 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00／14:00～17:00

日・曜 健康・子育て支援などの予定 ※（ ）は受付時間 休日当番医 各施設の予定 やまびこ号
コース 備 考

1 火
いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
あそびの教室　さゆり幼稚園 10：00～12：00
榛原医師会健診結果説明会(9/2久保尾受診者)　久保尾集会所 13:30～15:00

2 水
いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　循環器外来 15:00～17:00
定例乳幼児相談　山村開発センター 9:30～11:00
健康づくり相談　山村開発センター 13:30～15:00

E

3 木
いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00／14:00～17:00
静岡厚生病院健診結果説明会(9/5文化会館受診者)　文化会館 9:30～11:00
静岡厚生病院健診結果説明会(9/6文化会館受診者)　文化会館 13:00～14:00

4 金
いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　総合・呼吸器外来 13:00～15:00
榛原医師会健康診査　下長尾集会所 （13:00～14:00）

F

5 土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

6 日
大下医院
川根本町下長尾 219-1
0547-56-0019

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

7 月 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00
榛原医師会健診結果説明会(9/９梅高受診者)　梅高集会所 13:30～15:00

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 G

8 火 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00

9 水 いやしの里診療所　総合診療外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　循環器外来 15:00～17:00 A

10木 いやしの里診療所　一般外来 10:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　糖尿病・内分泌遠隔外来（要予約） 14:00～17:00

11金

いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00／14:00～17:00
いやしの里診療所　脊椎遠隔外来（要予約） 14:00～17:00
静岡厚生病院健診結果説明会(9/10奥泉受診者)　奥泉集会所 9:30～11:00
静岡厚生病院健診結果説明会(9/11徳山受診者)　徳山コミュニティ防災センター
 13:00～14:30

B

12土 いやしの里診療所　一般外来 9:00～12:00 ◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

13日
さくらい整形外科
島田市金谷根岸町 140-15
0547-47-1500

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：夜休館

14月 いやしの里診療所　休診
鈴木内科医院
川根本町徳山 826-1
0547-58-3100

◆Ｂ＆Ｇ海洋セ：休館
◆文化会館：休館 体育の日

いやしの里診療所10月の診療カレンダー
診療時間　月曜日    午前10時～正午

火・水・金曜日　午前９時～午後５時
木曜日　　　　午前10時～午後５時
土曜日　　　　午前９時～正午

 【問】診療所　☎（59）2102

志太榛原地域救急医療センター（内科・小児科）
 10月の診療時間

診療時間
月曜～木曜日　午後７時30分～10時
金曜～日曜日　午後７時30分～翌日午前７時
※ただし10月4日（金）、13日（日）、20日（日）、27日
（日）の午後10時から翌日午前７時は小児科のみ
の診療です。 ☎054（644）0099

健康づくり「ひとくちメモ」
インフルエンザ予防接種開始

結核肺がん検診開始 
　インフルエンザ予防接種が始まります。

通知が届いたらお早めに接種することをお勧め
します。

結核肺がん検診が始まります。 
ご都合の良い会場でお受けください。

各
種
相
談
・
お
知
ら
せ

行　政　相　談
10月9日（水）　９：00～11：30　文化会館

【問】総務課　☎（56）2220
社会福祉協議会「よろず行政相談」

10月9日（水）　９：00～11：30　文化会館
社会福祉協議会「よろず相談」

10月16日（水） ９：00～11：30　中川根高齢者デイサービスセンター相談室
【問】川根本町福祉センター事務所　☎（59）2315
　　川根本町中川根高齢者デイサービスセンター事務所　☎（56）1872

法律相談
10月23日（水）　９：00～11：30　福祉センター

ひきこもり相談
祝日を除く毎週（月）（火）  9：00～16：00　藤枝総合庁舎
※要予約　中部健康福祉センター福祉課　☎054（644）9281

精神保健福祉総合相談（精神保健、断酒など）
10月１日（火）　中部健康福祉センター（藤枝市） 13：30～ （断酒会）
※要予約　中部健康福祉センター福祉課　☎054（644）9281

『榛原歯科医師会からのひと言アドバイス』
（皆さんの歯に関する質問にお答え

します）
歯の形状を１本１本確認しましょう。
ブラッシングは、１本１本歯を丁寧に
磨きましょう。

歯ブラシの角度を考え、やさしく、細かく、確実に。 
【問】健康福祉課・健康づくり室　☎（56）2224

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 1213



健
康
福
祉
課　
こ
ど
も
支
援
室　
☎（
56
）２
２
２
4

● 
対
象
と
す
る
児
童　
町
内
在
住
で
、次
の
い
ず
れ
か
の
理
由
に

よ
り
、家
庭
で
十
分
な
保
育
を
受
け
ら
れ
な
い
児
童

①
児
童
の
保
護
者
が
家
庭
の
外
に
勤
め
て
い
る
場
合

②
児
童
の
保
護
者
が
家
庭
内
で
児
童
と
離
れ
て
、
日
常
の
家
事
以

外
の
仕
事
を
し
て
い
る
場
合

③
児
童
の
保
護
者
が
長
期
の
傷
病
や
心
身
障
が
い
、
ま
た
は
母
親

が
出
産
前
後
で
あ
る
場
合

④
児
童
の
保
護
者
が
火
災
、
風
水
害
、
震
災
そ
の
他
の
災
害
の
復

旧
に
あ
た
って
い
る
場
合

　
な
ど

●
必
要
書
類
の
配
布
期
間　
10
月
17
日（
木
）か
ら

●
書
類
配
布
場
所　
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
支
援
室
、
支
所
管
理

局
窓
口
業
務
室
、町
内
各
保
育
園
、子
育
て
支
援
施
設

●
募
集
期
間　
10
月
24
日（
木
）か
ら
11
月
7
日（
木
）ま
で

●
受
付
場
所　
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
支
援
室
、
支
所
管
理
局
窓

口
業
務
室
、町
内
各
保
育
園

●
そ
の
他　
保
育
園
は
、随
時
見
学
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
保

育
時
間
な
ど
は
保
育
園
に
よ
って
異
な
り
ま
す
の
で
、事
前
に
連

絡
し
て
か
ら
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

　
①
町
立
三
ツ
星
保
育
園（
上
長
尾
５
７
０
の
1
）

	

☎（
56
）０
０
４
３

　
②
町
立
桜
保
育
園（
東
藤
川
９
１
５
）

	

☎（
59
）２
２
０
１

　
③
私
立
徳
山
聖
母
保
育
園（
徳
山
１
８
６
５
）

	

☎（
57
）２
２
３
４

【
問
】健
康
福
祉
課
こ
ど
も
支
援
室	

☎（
56
）２
２
２
４

　
　
支
所
管
理
局
窓
口
業
務
室	

☎（
58
）７
０
７
０

令
和
２
年
４
月
か
ら
の
町
内
３
保
育
園
の

「
新
規
入
園
園
児
」を
募
集
し
ま
す
。

役場の窓辺から yakuba	no	madobe	kara

【
教
育
方
針
に
つ
い
て
】

❶
運
動
指
導
・
野
外
活
動　
幼
児
期
に
適
切
な
運
動
や
水
泳
の

指
導
を
通
し
て
、
身
体
と
と
も
に
知
能
の
発
育
を
促
し
、
自
信
を

育
て
ま
す
。
野
外
活
動
の
機
会
を
持
ち
、
自
然
への
畏
敬
の
念
や

探
究
心
を
養
い
、体
力
を
増
強
し
ま
す
。

❷
音
楽
と
表
現
活
動　
音
楽
の
感
性
を
養
い
心
を
育
て
る
た
く

さ
ん
の
歌
を
歌
い
ま
す
。
身
体
表
現
や
楽
器
演
奏
を
通
し
て
、
音

楽
の
楽
し
さ
を
体
験
し
ま
す
。

❸
知
的
発
達
活
動　
幼
児
の
知
的
興
味
を
誘
う
教
材
や
遊
具
を

用
い
、
教
育
要
領
に
基
づ
い
た「
遊
び
」を
通
じ一人一人
の
個
性
に

応
じ
た
発
達
を
促
し
ま
す
。

❹
心
の
教
育　
目
に
見
え
な
い
高
い
精
神
に
対
す
る
尊
敬
の
心
を

養
い
、神
秘
を
受
け
止
め
る
心
を
大
切
に
し
ま
す
。
ま
た
、生
ま
れ

て
き
た
こ
と
に
感
謝
し
、お
互
い
に
認
め
合
い
、
穏
や
か
な
人
と
人

と
の
関
係
を
育
て
ま
す
。

【
入
園
の
ご
案
内
】

❶
通
園
時
間　
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
ま
で（
※
ご
希
望

に
よ
って
は
、
通
園
バ
ス
の
便
宜
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
ご
家
庭
の

事
情
に
よ
り
、
通
常
時
間
を
超
え
て
の
預
か
り
保
育
を
午
後
５
時

ご
ろ
ま
で
実
施
し
ま
す
。）

❷
休
園
日　
土
・
日
曜
日
、国
民
祝
祭
日（
※
第
１
、第
３
土
曜
に

は
、小
学
生
と
合
同
の
土
曜
学
校
を
開
催
し
ま
す
。）

❸
入
園
の
条
件　
満
３
歳
に
達
し
た
ら
、年
度
の
途
中
か
ら
で
も
入

園
で
き
ま
す
。２
歳
児
の
入
園
に
つ
い
て
も
、ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

❹
申
込
受
付　
10
月
１
日(
火)
か
ら
随
時

【
問
】学
校
法
人
か
わ
ね
学
園
さ
ゆ
り
幼
稚
園（
徳
山
８
４
５
）

　
　
☎（
57
）２
２
３
３　
Ｆ
Ａ
Ｘ（
57
）２
２
３
９

「
さ
ゆ
り
幼
稚
園
」の

新
規
入
園
児
を
募
集
し
ま
す

８
月
９
日（
金
）民
生
委
員・

児
童
委
員
協
議
会 

定
例
会 

報
告

・・・子
ど
も
た
ち
は
、温
か
い
家
庭
生
活
を
提
供
し
て
く
れ
る
里
親
を
求
め
て
い
ま
す
。・・・

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か 

～
10
月
は
里
親
月
間
で
す
～

健
康
福
祉
課　
地
域
福
祉
室　
☎（
56
）２
２
２
4

　
川
根
本
町
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会
で
は
、

８
月
９
日
に
川
根
本
町
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
を

講
師
に「
応
急
手
当
講
習
会
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　
身
体
の
機
能
な
ど
講
義
を
受
け
た
後
、
Ａ
Ｅ
Ｄ

の
使
用
に
つ
い
て
講
習
を
受
け
ま
し
た
。

　

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
で
は「
力
が
か
な
り
必
要
な

た
め
、
一
人
で
は
大
変
」「
力
が
な
い
の
で
、
女
性

に
は
難
し
い
」な
ど
の
感
想
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　
川
根
本
町
民
生
委
員・児
童
委
員
協
議
会
で
は
、

毎
月
定
例
会
を
開
催
す
る
ほ
か
、
年
間
を
通
じ
て

様
々
な
研
修
を
計
画
し
、
委
員
の
知
識
向
上
に
役

立
て
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
課　
こ
ど
も
支
援
室　
☎（
56
）２
２
２
4

●
里
親
と
は　
さ
ま
ざ
ま
な
事
情
に
よ
り
家
庭
で
養
育
さ
れ
る
こ
と
が
難

し
い
子
ど
も
を
自
分
の
家
庭
に
迎
え
入
れ
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理
解
を

も
っ
て
養
育
す
る
人
の
こ
と
を「
里
親
」と
言
い
ま
す
。

●
里
親
に
な
る
に
は　
◦
子
ど
も
の
養
育
に
つ
い
て
理
解
と
熱
意
を
も
ち
、
豊

か
な
愛
情
を
も
って
い
る
こ
と
が
何
よ
り
も
大
切
で
す
。
◦
県
が
実
施
す
る
研
修

を
修
了
す
る
こ
と
、経
済
的
に
困
窮
し
て
い
な
い
こ
と
等
の
要
件
が
必
要
で
す
。	

●
里
親
の
種
類　
里
親
に
は
、委
託
期
間
や
目
的
な
ど
に
よ
り
4
種
類
あ
り
ま
す
。

　
◦
養
育
里
親
…
家
庭
に
戻
れ
る
ま
で
、又
は
自
立
で
き
る
ま
で
子
ど

も
を
養
育
す
る
里
親

　
◦
専
門
里
親
…
虐
待
を
受
け
た
子
ど
も
や
障
害
の
あ
る
子
ど
も
を
、

経
験
と
専
門
知
識
を
生
か
し
て
養
育
す
る
里
親

　
◦
親
族
里
親
…
子
ど
も
の
扶
養
義
務
者
で
、親
の
死
亡
や
行
方
不
明

等
の
事
情
に
よ
り
養
育
で
き
な
く
な
っ
た
場
合
に
、

里
親
と
し
て
の
認
定
を
受
け
て
養
育
す
る
里
親

　

◦
養
子
縁
組
里
親
…
養
子
縁
組
に
よ
っ
て
養
親
と
な
る
こ
と
を
希
望
す

る
里
親

●
里
親
に
な
っ
た
ら　
◦
児
童
相
談
所
が
面
会
や
交
流
を
繰
り
返
し
た
上

で
、
養
育
を
お
願
い
す
る
子
ど
も
を
決
定
し
ま
す
。
◦
子
ど
も
の
養
育
を
お
願

い
し
て
い
る
間
は
、
定
め
ら
れ
た
養
育
に
必
要
な
経
費
が
公
費
で
支
給
さ
れ
ま

す
。
◦
子
育
て
の
悩
み
や
不
安
に
は
、児
童
相
談
所
等
が
ご
相
談
に
応
じ
ま
す
。

【
問
】

◦
里
親
の
申
込
み
に
つ
い
て

　
川
根
本
町
役
場
健
康
福
祉
課
こ
ど
も
支
援
室	

　
　

	

☎（
56
）２
２
２
４

　
中
央
児
童
相
談
所	

	
	

☎
０
５
４(

６
４
６)

３
５
７
０

◦
里
親
の
制
度
に
つ
い
て

　
県
こ
ど
も
家
庭
課	

☎
０
５
４(

２
２
１)

２
９
２
２

　
中
央
児
童
相
談
所	

☎
０
５
４(

６
４
６)

３
５
７
０

　
児
童
家
庭
支
援
セ
ン
タ
ー
は
る
か
ぜ	

☎
０
５
４(

６
５
６)

３
4
５
６
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健
康
福
祉
課　
健
康
づ
く
り
室　
☎（
56
）２
２
２
4

　
か
か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
を
ご
存
じ
で
す
か
？

　
か
か
り
つ
け
医
の
よ
う
に
ご
自
宅
の
近
く
な
ど
で
か

か
り
つ
け
薬
剤
師
・
薬
局
を
持
つ
こ
と
で

● 

複
数
診
療
所
か
ら
薬
を
も
ら
っ
て
い
る
と
き
の
薬
　

　
の
重
複
チ
ェッ
ク

● 

薬
の
飲
み
方
相
談

●	

健
康
食
品
と
薬
の
飲
み
合
わ
せ
の
相
談

●	

余
っ
て
い
る
薬
の
調
整（
残
っ
て
い
る
薬
に
応
じ
て
、

　
医
師
と
処
方
す
る
薬
の
量
を
調
整
）

●		

薬
の
変
更（
飲
み
に
く
い
錠
剤
か
ら
顆
粒
剤
等
へ
の

変
更
、
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
朝
昼
晩
服
用
か

ら
朝
夕
服
用
形
態
の
変
更
等
）

●	

在
宅
医
療
で
必
要
と
な
る
薬
や
医
療
材
料
の
提
供

●	

薬
の
服
用
履
歴
管
理

な
ど
、薬
に
ま
つ
わ
る
相
談
に
のって
く
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
薬
局
で
は
健
康
相
談
も
し
て
く
れ
る
こ
と
を

ご
存
じ
で
す
か
？

　
薬
局
の
薬
剤
師
は
、薬
に
関
す
る
困
り
事
や
質
問
は

も
ち
ろ
ん
で
す
が
、健
康
に
関
す
る
些
細
な
こ
と
に
つ
い

て
も
相
談
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
お
気
軽
に
身
近
な
薬
局
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ど
こ
に
薬
局
が
あ
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
き
は
榛

原
薬
剤
師
会
又
は
中
部
保
健
所
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】】中
部
保
健
所

　
　
　
　
☎
０
５
４
８（
６
４
４
）９
２
８
９

か
か
り
つ
け
薬
剤
師・

薬
局
を
ご
存
じ
で
す
か
？

～
10
月
17
日
か
ら
23
日
は「
薬
と
健
康
の
週
間
」で
す
～

役場の窓辺から yakuba	no	madobe	kara鈴木　健二
地域おこし協力隊　活動報告

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
２
期
目
の
任
期
が

終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
こ
と
、
少
し
は
成

果
が
出
た
の
か
い
う
よ
う
な
こ
と
、
色
々
あ

り
ま
す
が
、
こ
の
場
所
、
設
備
で
で
き
る
こ

と
か
ら
や
っ
て
い
く
し
か
な
い
よ
う
で
す
。

　
相
変
わ
ら
ず
桑
野
山
貯
木
場
で
毎
日
作
業

し
て
い
ま
す
。
製
材
し
て
、何
か
を
作
っ
て
、

そ
の
後
の
端
材
や
お
が
屑
の
片
づ
け
。
少
し

は
楽
に
な
っ
た
事
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
は

最
初
か
ら
最
後
ま
で
変
わ
ら
な
い
よ
う
で
す
。

　
代
り
映
え
の
な
い
同
じ
よ
う
な
作
業
を
し

て
い
る
の
で
、
こ
の
広
報
の
原
稿
も
同
じ
く

で
す
。

●
木
の
駅

　
今
年
も
９
月
１
日
か
ら
木
の
駅
の
出
荷
が

始
ま
り
ま
し
た
。
早
速
、
次
々
と
材
が
運
ば

れ
て
き
て
い
ま
す
。
毎
年「
今
年
こ
そ
は
！
」

と
意
気
込
ん
で
い
て
も
、
い
ざ
始
ま
る
と
仕

事
に
追
わ
れ
て
い
て
な
か
な
か
思
う
よ
う
に

出
荷
で
き
な
い
の
で
す
が
、
さ
て
今
年
は
ど

う
な
り
ま
す
か
。

●
山
桜

　
ほ
と
ん
ど
杉
と
桧
ば
か
り
を
使
っ
て
い
る

の
で
す
が
、
た
ま
に
違
う
材
を
使
う
と
新
鮮

で
い
い
も
の
で
す
。
と
く
に
堅
い
木
を
使
う

こ
と
が
少
な
い
の
で
、
何
か
作
業
で
行
き
詰

ま
る
と
、
わ
ず
か
に
あ
る
在
庫
か
ら
気
分
転

換
に
ス
プ
ー
ン
な
ど
を
作
っ
て
み
た
り
し
ま

す
、
桜
は
香
り
も
、
磨
け
ば
感
触
も
良
く
、

エ
ン
ジ
ュ
の
濃
い
茶
色
も
、
逆
に
楓
の
白
い

木
肌
も
ま
た
良
い
も
の
で
す
。

　
人
工
林
の
こ
と
、
地
域
産
材
を
い
か
に
使

う
か
と
い
う
活
動
な
の
で
、
杉
桧
が
中
心
に

な
る
こ
と
は
当
た
り
前
な
の
で
す
が
、
木
工

作
家
さ
ん
の
自
由
に
様
々
な
材
を
使
っ
た
作

品
を
見
て
、
少
し
羨
ま
し
く
感
じ
て
し
ま
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。樹
種
の
選
択
に
限
ら
ず
、

い
つ
の
ま
に
か
自
分
で
勝
手
に
決
め
た
「
こ

う
あ
る
べ
き
」
と
い
っ
た
思
考
に
動
き
を
制

限
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
多
々
あ
る
訳
で
す
。

も
っ
と
柔
軟
に
行
き
た
い
も
の
で
す
ね
。

　
た
だ
、
地
元
の
そ
う
い
っ
た
材
は
な
か
な

か
手
に
入
ら
な
い
の
も
悩
み
ど
こ
ろ
な
の
で

す
が
。

●
ね
む
の
木

　
以
前
、「
合ね

む
の
き

観
木
を
伐
っ
た
が
い
る
か
？
」

と
言
わ
れ
、
い
た
だ
い
た
の
で
す
が
、「
さ

て
何
に
使
お
う
？
」
と
考
え
て
い
ま
し
た
。

柔
ら
か
め
の
材
で
、
何
に
使
わ
れ
て
い
る
の

か
調
べ
て
み
た
の
で
す
が
、
太
さ
は
直
径
30

セ
ン
チ
ほ
ど
な
の
で
、
あ
ま
り
材
と
し
て
の

流
通
は
な
い
と
の
こ
と
。

　
た
だ
、
い
た
だ
い
た
材
は
そ
の
倍
ほ
ど
の

太
さ
な
の
で
、
大
き
く
使
わ
な
い
と
も
っ
た

い
な
い
で
す
ね
。
指
物
や
家
具
、
手
触
り
が

柔
ら
か
い
こ
と
か
ら
、
女
性
用
？
の
鎌
柄

に
も
使
わ
れ
た
と
の
こ
と
。
い
ろ
い
ろ
考

え
る
の
は
楽
し
い
で
す
が
、
ま
だ
製
材
も

し
て
い
な
い
の
で
使
え
る
の
は
当
分
先
に

な
り
そ
う
で
す
。

●
安
眠

　

今
ま
で
、
桧
の
香
り
の
効
能
に
つ
い
て

色
々
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
杉

に
も
あ
り
ま
す
。
杉
の
セ
ド
ロ
ー
ル
と
い

う
成
分
が
誘
眠
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
杉
の
チ
ッ
プ
の
入
っ
た
安
眠
枕
と

い
う
も
の
も
売
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

先
日
、
す
べ
て
杉
材
の
二
段
ベ
ッ
ド
を

作
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
民
宿
な
の

で
、
効
果
は
お
客
様
か
ら
聞
け
そ
う
で
す

ね
。
杉
の
お
が
屑
な
ら
枕
に
、
畳
に
寝
て

い
る
方
も
「
す
の
こ
」
な
ど
に
い
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

そ
し
て
オ
イ
デ
ス
モ
ー
ル
と
い
う
成
分

は
防
ダ
ニ
効
果
も
あ
る
そ
う
で
す
。
ち
な

み
に
桧
の
お
が
屑
の
中
で
は
ダ
ニ
が
死
滅

す
る
ら
し
い
で
す
。
さ
あ
、
こ
の
原
稿
で

明
日
は
す
っ
か
り

寝
不
足
状
態
。
仕

事
が
終
わ
っ
た

ら
、
杉
の
お
が
屑

を
持
ち
帰
っ
て
、

枕
に
入
れ
て
ぐ
っ

す
り
眠
っ
て
み
よ

う
と
思
い
ま
す
。

ここにも、一つの物語。
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川根自動車株式会社
川根本町上長尾869-2　　☎0547（56）0150

最近高いところに危険を感じるようになり、
愛車も忍びなかったのですが、手放すことにしました。

!!創業50年!!

オーナー 鈴木建板社長（高郷）

こんな時ご一報下さい！高く買取いたします

毎月１回地元に古くから伝わる民話を「語り」紹介します。是非聞きにきてください。

１．開催日時　10月20日（第三日曜日）1回目 11：00～ 2回目 13：30～
２．開催場所　茶茗舘　　３．語り手　薗田光枝・森井勝代・西村かつ子

（語り手は都合により変更する場合があります。）
 中川根語り部の会「話楽座」（事務局/薗田はる ☎（56）0374）

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課 

☎（
58
）７
０
８
０

移
動
図
書
館
や
ま
び
こ
号 

☎（
59
）３
１
０
６

生
涯
学
習
の
ひ
ろ
ば

○町民ギャラリー（年中無休）
◦“パソコンアートクラブ作品展”
　（10/1 ～ 10/30）

◯文化会館
◦“炭・石ころアート作品展”　”竹細工展”
　（10/1 ～ 10/30）

※月末および月初めは、作品の入替え作業により、展示作品が変わる場合があります。10月の展示

皆さまお誘いあわせのうえご観
覧ください！

町民の皆様の作品をお待ちしております。社会教育課 ☎５８－７０８０

資料館やまびこ休館日　毎週火曜日、16日(水)、23日(水)10月の予定

むつみ学級 
開催のお知らせ

　むつみ学級（おおむね６０歳以上の女性の皆様が対象）の学習会が開催されます。
☆「続：南アルプス講座」
　10月 17日 ( 木 )　資料館「やまびこ」
☆奥大井の歴史とそれにまつわる言い伝えを聞き、赤石岳に夏の間駐在している山小屋の管	　
　理人から、南アルプスの天空の世界及び自然の素晴らしさについて学びます。
☆参加を希望する方は社会教育課までご連絡ください。連絡先	☎ 58-7080	/	FAX59-3116

すこやか大学 
開催のお知らせ

　すこやか大学（おおむね７０歳以上の町民が対象）の学習会が開催されます。
☆「ものづくり体験Ⅱ」“貼り絵だるま”
　10月 30日 ( 水 )　（南部）　開発センター　　
11月		６日 ( 水 )　（中部）　徳山コミュニティ防災センター
11月 13日 ( 水 )　（北部）　文化会館

●開催日のいずれかに参加できます。参加を希望する方は社会教育課までご連絡ください。

第66回産経児童出版文化賞大賞を 
豊田直巳氏の「それでも『ふるさと』」が受賞

　本町徳山区出身の豊田直巳氏の「それでも『ふるさと』（全３巻）」
が第 66回産経児童出版文化賞大賞を受賞しました。
　産経児童出版文化賞は昨年１年間に刊行された児童向け新刊書が
対象となり、今年は 4432 冊の中から選ばれました。
　豊田氏は大賞受賞について「受賞できたのは取材に協力してくれ
た人達のおかげ。川根本町の方にも報道されていない被災地の現状
を知ってもらいたい」とコメントしています。
　「それでも『ふるさと』（全３巻）」は本町の図書室で貸出を行っ
ておりますので、興味のある方はぜひ手に取ってご覧ください。
　※写真は受賞した本を持つ豊田直巳さん

松鶴家ぽんさんによる 
出前マジックショーを開催しました

　川根本町文化会館では、8月24日・25日に、上長尾、徳山、小
長井の町内3か所で、出前マジックショーを開催しました。
　出演は芸歴 30年の松鶴家ぽん。「笑っていいとも！	リトルトランプマ
ンショウ！」でグランプリを受賞した実力派です。
　定番のトランプマジックに始まり、予知能力マジック、人体空中浮遊、
催眠術マジック、脱出マジックなど、観客の目の前で次 と々繰り広げられました。
　会場には幅広い年代の観客が詰めかけ、楽しい話術と本格的なマジックに盛大な拍手を送りました。

※写真は人体空中浮遊マジックの様子（会場：徳山コミュニティ防災センター）

移動図書館車の運行コースを 
一部変更します

　道路工事に伴う交通規制により、文沢地区への移動図書館車やまびこ号の運行を工事終了
までの間休止します。規制期間中、Ａコースの運行ルートや到着・出発時間を一部変更いた
します。詳細は「くらしのカレンダー」の“やまびこ号のコース”をご確認ください。
　なお、Ｂ～Ｇコースでの変更はありません。
【規制期間】令和元年９月２日（月）～令和２年１月３１日（金）

海の子・山の子交流教室「海の体験」を 
行いました！　８月22日（木）～ 23日（金）

　川根本町と焼津市の小学校４・５・６年生39人が参加し、焼津市において
「海の子・山の子交流教室『海の体験』」が行われました。静浜基地の見
学のほか魚が保管されているマイナス60℃の超低温冷蔵庫に入ったり、プラ
ネタリウム観覧、ロープストラップ作りをしたりなど、海の街焼津ならではの体
験をしました。
　２日間の共同生活をするなかできずなも深まり、参加した子どもたちからは
「冷蔵庫の中ではぬらしたタオルや汗が凍り始めたのがわかった。海に係る
貴重な体験は本当に楽しく、友達もできたので山の体験も楽しくやりたい」と
いった感想が聞かれました。
　10月26日（土）・27日（日）には川根本町で「山の体験」を行います。

子育てに関する講演会を 
開催します！

　川根本町ＰＴＡ連絡会および社会教育課の主催で、島田地区保護司会川根本町支部と更生保護女性会の
協力による、子育てに関する講演会を開催します。年齢・性別問わず、興味のある方はぜひご参加ください。
【日時】10月24日（木）19：00～　【会場】川根本町文化会館ホール　【料金】無料
【講師】医療法人十全会　聖明病院　【テーマ】ゲーム・スマホ・SNSへの依存とその予防について

ここにも、一つの物語。
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❸弁護士会館における遺言・相続に
関する無料相談会
（増田英行弁護士による遺言・相続
に関する市民講座も開催）
開催日：11月5日（火）
場所：静岡県法律会館（静岡市葵区
追手町10-80	地方裁判所本庁構内）
時間：午前10時から午後5時まで（ご
相談時間はお一人30分以内）
申込：事前予約制です。11月1日（金）
の正午までにご予約願います。
連絡先：静岡県弁護士会
☎054（252）0008

調停手続相談
島田簡易裁判所

日時：11月19日（火）	午前10時から
正午まで、午後１時から４時まで
場所：「プラザおおるり」第３会議室
（島田市）
内容：交通事故、金銭、土地建物、公
害、夫婦関係、親子関係、扶養。相続
など　※直接会場へ
主催：島田地区調停協会

【問】島田簡易裁判所　庶務課
　　☎0547（37）3357

行政書士無料相談会実施 
のお知らせ

静岡県行政書士会島田支部
日時：11月３日（日）　午前９時か
ら午後３時まで

場所：川根本町役場・川根本町産業
文化祭特設ブース
主催者：静岡県行政書士会島田支部
連絡先：☎0547（56）1330
相談内容：農地法・相続・その他

行政相談週間
静岡行政監視行政相談センター

　10月7日（月）～13日（日）は行政
相談週間です。
　国の行政に対する皆さんの苦
情、要望、問合せなどを聴き、解決
の推進を図るのが総務省の「行政
相談員」です。
　身近な “窓口”となる「行政相談
委員」にご相談ください。（秘密厳
守、無料）

【行政相談所】
・10月９日（水）　文化会館　9:00
～11:30

【行政相談員】
・山田俊男（上長尾）
【問】川根本町役場　総務課　行政
庶務室　☎0547（56）2220

島田工業高等学校 
オープンスクール

静岡県立島田工業高等学校
日時：１０月２６日（土）	１３：２５～１５：１５
　公開授業・公開実習を行います。
日ごろの生徒の学習への取組状況
を御覧いただけます。事前の申込は
不要ですので、ぜひご参加ください。

【問】静岡県立島田工業高等学校
　　☎0547（37）4194

第24回焼津青少年の家まつり
〜フェスタ石津浜〜
静岡県立焼津青少年の家

　「みんなが集う青少年の家」づくり
を目指し、地域コミュニティーの推進
を図ります。
主催：静岡県教育委員会（静岡県立
焼津青少年の家）
日時：11月17日（日）　午前10時か
ら午後３時まで
会場：静岡県立焼津青少年の家
対象：どなたでも参加可能
内容：	• ステージ •和太鼓演奏や合
奏など、研修利用した団体を中心に
出演
• 展示 •近隣幼稚園、保育園、小学
校、特別支援学校、焼津青少年の
家写真展、防災コーナー、モンゴル
住居「ゲル」
• お祭り•スーパーボールすくい、
ヨーヨー釣り、金魚すくいなど
• プログラム体験 •〈創作活動〉七
宝焼き、切り絵、プラ板、コッププラ
板、ロープ鍋敷き、ロープストラップ
など　〈販売〉軽食、水産高校、漁協
などの地元特産物販売
参加料：無料（創作活動の材料代は
実費 )
問合せ：静岡県立焼津青少年の家
☎054（624）4675

令和元年分年末調整等説明会
を開催します

島田税務署
日時：令和元年11月15日（金）
　　	午前10時から正午まで
　　	午後２時から４時まで
場所：島田市金谷生きがいセンター
　　	夢づくり会館　ホール
対象者：源泉徴収義務者（給与等の
支払のある事業者の方）
内容：年末調整の仕方、法定調書の
作成と提出、給与支払報告書の作
成と提出、消費税軽減税率制度に
ついて

【問】島田税務署	法人課税第一部門
　			☎（37）8273（ダイヤルイン）

10月1日からの一週間は 
「法の日」週間です

静岡地方裁判所・家庭裁判所
　「法の日」週間行事で、法を身近
に感じてみませんか？
　「法の日」は、国民の皆さんに法の
役割や重要性について考えていただ
くきっかけになるようにと、裁判所、
検察庁および弁護士会の協議で提
唱され、昭和35年、政府によって「国
をあげて法の尊重、基本的人権の擁
護、社会秩序の確立の精神を高める
ための日」として定められました。
　「法の日」は今年で60回目を迎え
ます。
　裁判所、法務省、検察庁および弁
護士会では、10月1日からの1週間を
「法の日」週間とし、毎年各種の行
事を実施しています。
　各地の裁判所の行事は、裁判所
ウェブサイト(http://www.courts.
go.jp/) や、各地の裁判所の総務課
でご案内しています。ぜひご参加い
ただき、法や裁判所を身近に感じて
ください。

【問】静岡地方裁判所　事務局総務
課広報係	☎054（251）6241

静岡家庭裁判所　事務局総務課庶
務係	☎054（903）8232

労使間のトラブルで 
お悩みではありませんか？

中部県民生活センター
　静岡県では、各県民生活センター
の労働相談窓口で、労使間のトラ
ブルに関わる相談をお受けしていま
す。相談の内容によって、弁護士相
談や県労働委員会の「あっせん」制
度を紹介しています。
　あっせんでは、公益、労働者、使用
者のそれぞれの立場を代表する３
名のあっせん員が、当事者の間に立
ち、公正・中立な立場からお互いが
合意できる妥協点を提案し、トラブ
ル解決に向けたお手伝いをしていま
す。費用は無料で、秘密は厳守され
ます。
　労使間のトラブルに関するご相談
や、あっせんの申請につきましては、
以下の窓口までお気軽にご連絡くだ
さい。

【相談・申請窓口】
中部県民生活センター
静岡市駿河区南町14-1	水の森ビ
ル３階
☎054（286）3208
※固定電話からは、フリーアクセス
0120（939）610も御利用になれます。

「静岡県最低賃金」 
改正のお知らせ

静岡労働局
　静岡県内の事業場で働く（パート・
アルバイト含む。）すべての労働者に
適用される「静岡県最低賃金」が改
正され、令和元年10月４日から「時
間額885円」となります。
　なお、特定の産業には特定 (産業
別 )最低賃金が定められています。
　お問い合わせは、静岡労働局賃
金室〈054（254）6315〉またはお近

くの労働基準監督署まで。
担当：静岡労働局労働基準部賃金
室　町田・澤田
〒420-8639　静岡市葵区追手町
9-50　静岡地方合同庁舎３階
☎054（254）6315
FAX.054（221）7038

弁護士会ウィーク・ 
無料法律相談会のお知らせ

静岡県弁護士会
　静岡県弁護士会では、市民の皆
様に弁護士を身近に感じていただく
ため、11月４日から9日までの6日間
を「弁護士会ウィーク」として様々な
企画を用意しました（詳しくは静岡県
弁護士会のホームページを参照願
います）。
　その一環として、川根本町に弁護
士が出張して行う無料相談会およ
び弁護士会館にて行う無料相談会
を下記要項にて開催いたします。お
悩みごとがある方は、お気軽にご相
談ください。
❶川根本町における出張無料相談会
開催日：11月6日（水）
場所：川根本町文化会館
時間：午後1時から5時まで（ご相談
時間お一人30分以内）
申込：事前予約制です。相談日前日
の正午までにご予約願います。
連絡先：静岡県弁護士会
☎054（252）0008
❷弁護士会館における無料相談会
開催日：11月6日（水）～8日（金）
場所：静岡県法律会館 ( 静岡市葵
区追手町10-80	地方裁判所本庁
構内）
時間：午前10時から午後5時まで（ご
相談時間はお一人30分以内）
申込：事前予約制です。相談日前日
の正午までにご予約願います。
連絡先：静岡県弁護士会
☎054（252）0008

迅速　丁寧に
お茶の仕上げ加工袋詰めいたします

川 根 本 町 上 岸 110 ☎ 0547-59-2155

株式
会社

川根本町上長尾861-35　☎・�FAX0547-56-1177
http://www.citydo.com/sp/0547-56-1177

墓石・燈籠・各種石材加工

藤田石材店

■本庁代表�☎（56）1111　■総合支所代表�☎（59）3111

川 根 本 町 の 人 口 令和元年９月１日現在

世帯数 2,885 世帯（ －10 ） 出生 0 人
総人口 6,714 人 （ －17 ） 死亡 8 人
男　性 3,280 人 （ －9 ） 転入 10 人
女　性 3,434　　　　人 （ －8 ） 転出 19 人

※（　）内は前月比、右欄は前月中の異動　※外国人の数を含む

あなたの税金が町をつくります
今 月 の 納 税

町 県 民 税 第３期分
国 民 健 康 保 険 税 第４期分
後期高齢者医療保険料 第３期分
10月31日（木）までに納めてください。
納 税 は 口 座 振 替 が 便 利 で す 。

税務住民課 ☎（56）2223

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 2021



ご近所から、当院まで送迎車にて無料送迎いたします。
ご予約は電話にてお願いします。

（当院に初めて受診される方もご利用いただけます）

眼科患者さん無料送迎いたします。 島田眼科クリニック
住所：島田市栄町４-19（木材会館１F）

島田駅から徒歩１分
☎0547-37-0431

診療時間：午前8時30分～12時、	
午後3時～6時

※土曜日午後は５時まで
（休診日：水曜日、日曜日、祝日）

野
球
部
の
ご
紹
介

　

今
年
の
夏
の
大
会
は
、
平
成
か

ら
令
和
と
い
う
年
号
に
な
って
迎
え

る
初
め
て
の
大
会
で
し
た
。
初
戦

を
勝
利
で
飾
り
た
か
っ
た
の
で
す

が
、
涙
を
呑
む
結
果
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
私
は
川
根
高
校
で
2
年
半
野
球

を
続
け
、
部
長
を
務
め
る
こ
と
が

で
き
、
誇
り
に
思
い
ま
す
。
夏
の

大
会
で
は
、
全
校
生
徒
、
保
護

者
、
地
域
の
皆
様
の
応
援
の
お
か

げ
で
、「
最
後
ま
で
諦
め
な
い
」

私
達
ら
し
い
野
球
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
部
長
を
務

め
る
中
で
常
に
周
り
を
見
る
こ
と

を
心
が
け
て
き
ま
し
た
。
大
変
な

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
仲
間
に

支
え
ら
れ
て
使
命
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

私
は
野
球
を
始
め
た
時
か
ら
、

兄
の
背
中
を
追
い
越
す
こ
と
を
目

標
に
や
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

兄
の
背
中
は
大
き
く
、
兄
の
背
中

を
超
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
い
つ
ま
で
も
、
私
の
目
標
で

あ
っ
た
兄
に
感
謝
し
た
い
で
す
。
ま

た
、
私
を
支
え
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
や
家
族
に
感
謝
の
気
持
ち
を

忘
れ
ず
に
、
進
路
実
現
に
向
け
て
、

日
々
努
力
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

今
年
の
夏
の
大
会
は
、
元
号
が

令
和
に
変
わ
り
記
念
に
残
る
大
会

で
し
た
。
初
戦
の
対
戦
相
手
は
、

浜
松
日
体
高
校
で
し
た
。
試
合
で

は
、
悔
い
が
残
ら
な
い
よ
う
に
全

力
で
プ
レ
ー
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
結
果
は
、
惜
し
く
も
4-

6

で
負
け
て
し
ま
い
ま
し
た
。
し
か

し
、
最
後
ま
で
自
分
た
ち
の
野
球

で
戦
い
抜
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

最
後
ま
で
戦
い
抜
く
こ
と
が
で
き

た
の
は
、
地
域
の
方
々
や
先
生
方
、

全
校
生
徒
、
そ
し
て
家
族
の
応
援

が
あ
っ
た
か
ら
で
す
。
そ
し
て
、
今

ま
で
野
球
が
で
き
た
の
は
私
た
ち

を
支
え
て
く
れ
た
皆
様
の
お
か
げ
で

す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

チ
ー
ム
メ
イ
ト
に
は
、
最
後
ま

で
頼
り
な
い
副
部
長
を
支
え
、
共

に
練
習
し
寮
生
活
を
し
て
く
れ
た

こ
と
に
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
の

気
持
ち
を
忘
れ
ず
に
、
自
分
の
進

路
に
向
か
っ
て
頑
張
っ
て
い
き
た
い

で
す
。

野
球
部	

元
部
長　
川か

わ

畑は
た　

夏な
つ

輝き

野
球
部	

元
副
部
長　
高た

か

久く　

暖あ
き
ら輝

おくやみ申し上げます
地　区 氏　名 享年 届出人

小 長 井 池 下  正 明 72 池下 明史

徳 山 鈴木 チノリ 94 鈴木 壽文

徳 山 柴 田  ち ゑ 93 道下 悟資

青 部 澤 谷  作 男 93 澤谷 雅幸

地 名 岡野 喜久夫 87 岡野 　馨

桑 野 山 森 下  幸 雄 88 森下 綾子

■戸籍欄に掲載を希望されない場合は、届
出時に窓口でお伝えください。
■前々月に届け出された出生・婚姻・死亡
の届け出の内、本町に住所があり本町の窓
口（本庁・総合支所）で受け付けた分のみ
掲載しています。
	 税務住民課	☎（56）2222

編
集　
記
幸

　
イ
ン
ド
で
は
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
水
を
飲
む
際
に
、
口
を

付
け
ず
に
流
し
込
む
よ
う
に

飲
む
そ
う
で
、
飲
み
口
に
つ

い
た
雑
菌
が
気
温
で
増
え
る

の
を
防
ぐ
、
安
全
の
た
め
の

生
活
習
慣
だ
そ
う
で
す
。

　
日
本
で
も
飲
み
か
け
を
車

内
や
日
な
た
に
放
置
す
る
の

は
同
じ
く
危
険
、
季
節
に
関

係
な
く
ご
注
意
を
。
瀧
智
之

川根本町食生活推進協議会オススメレシピ・・・・・・

「カルシウムたっぷり 焼き春巻」

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

【材料（４人分）】
鮭水煮缶　１缶 玉ねぎ　１個
ピーマン　１個 きくらげ（乾燥）３ｇ
卵　１個 塩　ひとつまみ
砂糖　大さじ 1/2 春巻きの皮　８枚
プロセスチーズ　80ｇ A薄力粉　小さじ２
A水　大さじ１ 油　大さじ４

【作り方】
①鮭缶は水気を切り、粗くほぐす。玉ねぎは薄切りに、
　ピーマンは千切り、きくらげは水でもどし千切りにする。
②ボウルに①と溶いた卵、塩、砂糖を入れよく混ぜ合わせ８等分する。
③春巻きの皮にチーズと②をのせて巻く。
　巻き終わりにAを合わせたものを塗ってとめる。
④フライパンに油を熱し③の両面をじっくりと焼く。

【コメント】
春巻きを焼くことで、揚げるよりもカロリーを抑えられます。
成人の１日に必要なカルシウムの約４割が摂取できます。

【栄養価（１人分）】
エネルギー：353kcal
タンパク質：18.7ｇ
脂質：20.9ｇ
食塩相当量：1.9ｇ
食物繊維：2.0g

川根本町食生活推進協議会オススメレシピ・・・・・・

「カルシウムたっぷり 焼き春巻」

青
部
区
「
風
薫
る
花
と
緑
の
里
」
が

　
　
　
　
　
　
　
　 

表
彰
さ
れ
ま
し
た

　
国
道
3
6
2
号
青
部
バ
イ
パ
ス
付
近
の
花
壇
整
備

と
道
路
美
化
を
行
っ
て
い
る
「
風
薫
る
花
と
緑
の

里
」
が
、
静
岡
県
道
路
利
用
者
会
議
が
選
出
す
る
本

年
度
の
道
路
愛
護
優
良
団
体
と
し
て
、
８
月
６
日
㈫

に
島
田
土
木
事
務
所
に
お
い
て
感
謝
状
の
贈
呈
を
受

け
ま
し
た
。

　
同
団
体
は
当
時
建
設
中
だ
っ
た
青
部
バ
イ
パ
ス
を

利
用
す
る
人
た
ち
を
、
花
に
よ
り
歓
迎
し
よ
う
と

「
し
ず
お
か
ア
ダ
プ
ト
ロ
ー
ド
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
に
基

づ
く
道
路
の
美
化
団
体
と
し
て
、
平
成
22
年
２
月
に

認
定
を
う
け
、
毎
月
第
１
日
曜
日
を
活
動
日
と
し
て

花
壇
整
備
や
草
取
り
の
ほ
か
、
道
路
法
面
の
草
刈
り

な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
活
動

が
評
価
さ
れ
て
の
表
彰
と
な
り
ま
す
。

　

�

※
下
段
写
真
左
か
ら
「
佐
野
貴
洋
」（
島
田
土
木
事

務
所
長
）
・「
松
岡
政
臣
」（
代
表
）
・「
西
澤
昌
義
」受賞おめでとうございます

ここにも、一つの物語。
広報かわねほんちょう 2223
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を
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報
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わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
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お
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よ
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ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
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報
に
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と
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で
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だ
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重要無形
民俗文化財
( 国指定 )

「徳山の盆踊」

広
報

か
わ

ね
ほ

ん
ち

ょ
う

 令
和

元
年

1
0

月
号

　
徳
山
区
に
て
、
徳
山
古
典
芸
能
保
存

会
と
小
中
学
生
を
中
心
と
し
た
若
者
に

よ
り
、
国
指
定
重
要
無
形
民
俗
文
化
財

の
「
徳
山
の
盆
踊
」
が
奉
納
さ
れ
ま

し
た
。

　
例
年
の
開
催
日
と
な
る
８
月
15
日
に

は
台
風
が
接
近
し
大
雨
と
な
っ
た
こ
と

か
ら
例
祭
の
み
が
執
り
行
わ
れ
、
盆
踊

の
奉
納
は
17
日
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
の
朝
「
で
ー
る
で
ー
る
で
ー
る

よ
ー
!!
鹿
ん
舞
が
で
ー
る
よ
ー
!!
」
の

か
け
声
に
合
わ
せ
て
出
発
し
た
一
行
が

お
囃
子
に
合
わ
せ
て
地
区
内
を
練
り
歩

き
な
が
ら
舞
を
披
露
、
祭
り
の
始
ま
り

を
告
げ
ま
し
た
。

　

夕
方
か
ら
は
祭
り
行
列
が
徳
山
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
を
出
発
、

途
中
に
あ
る
愛
宕
地
蔵
堂
で
ヒ
ー
ヤ
イ

と
鹿
ん
舞
を
奉
納
し
、
徳
山
浅
間
神
社

へ
と
入
り
ま
し
た
。

　

境
内
で
行
わ
れ
た
盆
踊
の
奉
納
で

は
、
中
心
に
設
け
ら
れ
た
舞
台
で
ヒ
ー

ヤ
イ
と
狂
言
、
そ
の
周
囲
で
は
鹿
ん
舞

が
演
じ
ら
れ
、
時
に
優
雅
で
時
に
力
強

い
演
目
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
実
施
日
が
休
日
に
な
っ
た
こ

と
と
、
３
年
ぶ
り
に
天
候
の
心
配
が
無

か
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
会
場
に
は
例
年

に
な
く
多
く
の
見
物
客
が
訪
れ
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
鹿
ん
舞
で
使
わ
れ
る

「
鹿
頭
」
の
試
着
や
「
露
払
い
」
の
体

験
な
ど
も
賑
わ
い
を
見
せ
、
多
く
の
方

が
祭
り
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。


